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国土交通省
北陸地方整備局道路部

今冬の記録

平 成 ２４ 年 度

平成２５年４月

「直轄は止めない」
国道17号 新潟県南魚沼郡湯沢町（H25.1.20撮影）
懸命な除雪作業と日々の管理体制により、管内の直轄国道で

平成24年度冬期間に通行止めは発生していない。



目 次

◆１ 道路に関するドキュメント ・・・・・・・・・・ １

◆２ トピックス ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

◆３ 今冬の気象状況 ・・・・・・・・・・・・・・・ ８

（１）概要
（２）管内の累計降雪量
（３）管内の最大積雪深

◆４ 道路の除雪 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５

（１）直轄国道の状況
（２）県・市町村管理道路の状況
（３）直轄国道の登坂不能車発生状況

◆５ 市民生活への影響 ・・・・・・・・・・・・・・ ２２

（１）豪雪の中の市民生活
（２）公共交通機関の乱れ
（３）雪を活用したイベント

◆６ 今冬の取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２５



１．道路に関するドキュメント

○平成２４年１１月１日（木）
・北陸地方整備局災害対策本部（雪害）設置、平常体制発令。
・北陸地方整備局災害対策支部（雪害）設置、平常体制発令。 （道路管理担当６事務所）

○平成２４年１１月１５日（木）
・今冬初めて除雪車が出動（昨冬より６日早い）。 （長岡国道事務所）

○平成２４年１１月２１日（水）
・長岡都市圏を中心とするエリアを対象とした「情報連絡本部」設立。
（構成機関：長岡国道事務所、長岡警察署、見附警察署、小千谷警察署、高速道路交通警察隊、新潟県長岡地域振興局、長岡市、

見附市、 小千谷市）

○平成２４年１２月９日（日）～１１日（火）
・管内各地で大雪となる。９日に上越新幹線が８時間半運転を見合わせるなど、高速道路や鉄道で運休や遅れが相次ぐ。

○平成２４年１２月２４日（月）～２６日（水）
・管内各地で大雪となる。高速道路や鉄道で運休や遅れが相次ぐ。

○平成２４年１２月２６日（水）
・国土交通本省に「豪雪情報連絡室（室長：水管理・国土保全局防災課長）」を、北陸地方整備局に「豪雪情報連絡室
（室長：企画部長）」を設置。

○平成２５年１月１１日（金）
・北陸地方整備局災害対策支部（雪害） 注意体制発令。 （長岡国道事務所）

（管内の雪量観測所の1/2以上が警戒積雪深の60％に達し、更に降雪の恐れがあるため）

○平成２５年１月１８日（金）
・北陸地方整備局災害対策支部（雪害） 注意体制発令 （羽越河川国道事務所）。

（管内の雪量観測所の1/2以上が警戒積雪深の60％に達し、更に降雪の恐れがあるため）
・北陸地方整備局災害対策本部（雪害） 注意体制発令。

（管内の２支部以上が注意体制を発令したため）

○平成２５年１月２６日（土）
・郡山国道事務所の要請により、国道49号福島県境～西会津間（L=約14km)の除雪車応援出動。
・北陸地方整備局災害対策支部（雪害） 注意体制発令。 （高田河川国道事務所）

（管内の雪量観測所の1/2以上が警戒積雪深の60％に達し、更に降雪の恐れがあるため）

○平成２５年２月５日（火）
・県に対し、降雪状況を勘案した社会資本整備総合交付金の追加配分を実施。

（新潟県：1,688百万円、富山県：510百万円、石川県：304百万円）

○平成２５年２月２０日（水）～２４日（日）
・管内各地で暴風雪となる。高速道路や鉄道でほぼ全線ストップ。

○平成２５年３月１５日（金）
・市町村道について、管内１１市町村に対して市町村道除雪費補助の臨時特例措置として、予算配分を実施。

（新潟県内１０市町：664百万円、石川県内１市：4百万円）
・北陸地方整備局災害対策支部（雪害） 平常体制へ移行。 （高田河川国道事務所）

（管内の警戒積雪深の60％を超えた雪量観測所が1/2以下となり、降雪等の状況から体制強化の必要がなくなったため）

○平成２５年３月２５日（月）
・北陸地方整備局災害対策支部（雪害） 平常体制へ移行。 （長岡国道事務所）

（管内の警戒積雪深の60％を超えた雪量観測所が1/2以下となり、降雪等の状況から体制強化の必要がなくなったため）
・北陸地方整備局災害対策本部（雪害） 平常体制へ移行。

（長岡国道事務所が平常体制に移行したことに伴い、羽越河川国道事務所の１事務所のみ注意体制となったことから）

○平成２５年３月２９日（金）
・北陸地方整備局災害対策支部（雪害） 平常体制へ移行。 （羽越河川国道事務所）

（気象状況から体制強化の必要がなくなったため）

○平成２５年４月１日（月）
・北陸地方整備局災害対策本部（雪害）解散。
・北陸地方整備局災害対策支部（雪害）解散。（長岡国道事務所以外）

○平成２５年４月２５日（木）
・北陸地方整備局災害対策支部（雪害）解散。（長岡国道事務所）
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約14km

西会津IC

会津坂下IC

津川IC

西会津除雪基地

津川除雪基地

至 新潟市

至 郡山市

時系列 内　　容

9:48 磐越道　会津板下IC～西会津IC(下)通行止

10:10 磐越道　会津若松IC～西会津IC(上下)通行止

15:05 郡山国道事務所から新潟国道事務所へ応援要請

15:15 R49 会津板下町坂本～西会津町野沢(上下)通行止

津川除雪STから除雪グレーダ１台、除雪業者ﾊﾟﾄ１台、
水原(出)ﾊ ﾟﾄ１台
西会津除雪STに向け出発【応援開始】

（西会津除雪ST～県境間除雪）

17:55 磐越道　会津板下IC～西会津IC(上下)通行止解除

21:55 磐越道　会津若松IC～会津板下IC(上下)通行止解除

22:00 R49 会津板下町坂本～西会津町野沢(上下)通行止解除

22:00 除雪グレーダ等津川除雪STに帰還【応援完了】

17:40

２．トピックス （東北地整管内(国道49号)を応援除雪）

６．地域への支援 （整備局間の連携）

1月26日（土）、福島県会津地方で異常降雪が発生。
国道49号において、郡山国道事務所が通行止めによる除雪作業を実施。
応援要請により、隣接工区の新潟国道事務所から除雪グレーダ１台を
派遣し、早期解放に向け、西会津除雪STから県境間の除雪を実施。

【時系列】 平成25年1月26日（土）
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【除雪実施状況】

通行止による重点除雪区間
約16㎞

応援除雪区間

【縦断図】



２．トピックス （センター試験への対応)

○センター試験実施日
平成25年1月19日（土）、20日（日）

○管内試験場数
新潟県内：15会場
富山県内： 5会場
石川県内：12会場

長岡技術科学大学からの御礼状 新潟県立看護大学からの御礼状

各種入学試験日には、会場周辺の混雑が予想されることから、きめ
細やかな除雪作業を実施。
センター試験日は、降雪による支障はなく無事終了。長岡技術科学
大学、新潟県立看護大学から御礼状が届く。

＜大学からの依頼状＞

＜大学からの御礼状＞

新潟県立看護大学より

長岡技術科学大学より

センター試験日の
高田駅前の様子
（新潟県上越市）

◆臨時バスが運行
される。
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【暴風雪による交通への影響】

◆２月２０日から２４日にかけ日本海側を襲った寒気による暴風雪の影響により、新潟県内の
交通はマヒ状態となった。
→ 新潟県内の高速道路と鉄道は、ほぼ全線ストップ。

◆直轄国道では通行止めする事なく、道路交通機能を確保。
→ 広域的な物資の輸送も滞ることなく、国民生活の安定を確保。

[大型車の交通量は高速道路からの転換交通により前日・翌日より増加]

●暴風雪時と同時刻の大型車時間交通量（ピーク）の比較

●新潟県内の交通状況
交通機関の通行止め状況（高速道路）（H.25.2.20～24）

観測地点：国道17号（南魚沼市六日町）

交通
機関

路線
通行止
回数

延べ通行止め
時間

高速
道路

日本海沿岸東北
自動車道

3 18 時間

磐越自動車道 3 4 時間

関越自動車道 9 34 時間

北陸自動車道 8 24 時間

上信越自動車道 2 5 時間

小計 25 85 時間

【新潟県内のJR運休状況】
４日間いずれかの区間で断続的に運休が発生

２．トピックス （２月２０日～２４日の暴風雪の影響（新潟県内）)

（台）

2月24日20時台
国道17号南魚沼市六日町

３．３倍
（前日比 大型車時間交通量）

関越自動車道
通行止め時間帯
(2月24日18:00 ~ 21:23)

降雪の少ない前日と同等
以上の交通量が通行。

大型車 時間交通量
（台/時間）

増加率
2月19日（火）

21時台
2月20日（水）

21時台

24 108 4.5

国道８号 長岡市宮本
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大型車 時間交通量
（台/時間）

増加率
2月23日（土）

20時台
2月24日（日）

20時台

45 147 3.3

大型車 時間交通量
（台/時間）

増加率
2月24日（日）

9時台
2月23日（土）

9時台

150 334 2.2

国道１８号 妙高市梨木
国道１７号 南魚沼市六日町

国道４９号 新潟市亀田

大型車 時間交通量
（台/時間）

増加率
2月20日（水）

12時台
2月21日（木）

12時台

138 253 1.8

：通行止め箇所



２．トピックス （２月２０日～２４日の暴風雪の影響（新潟県内）)

上信越道通行止めの影響
国道18号の渋滞

新潟県妙高市（H25.2.24撮影）

降雪による視界不良
国道7号 新潟県新潟市東区

（H25.2.20撮影）

交通量が増加する中での除雪作業
国道17号 新潟県南魚沼郡湯沢町

（H25.2.24撮影）

関越道通行止めの影響 湯沢ＩＣ入口の渋滞
国道17号 新潟県南魚沼郡湯沢町（H25.2.24撮影）

【2月20日～24日の新潟県内の様子】
●直轄国道への影響

●生活への影響
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●除雪作業の様子

渋滞に巻き込まれる除雪車
国道17号 新潟県南魚沼郡湯沢町

（H25.2.24撮影）

除雪作業の様子
国道8号 新潟県上越市
（H25.2.24撮影）

ＪＲ代行バスに乗り込む人達
（H25.2.24 村上駅）

混雑する駅構内（直江津駅）
（H25.2.24 撮影）



２．トピックス （地域の状況)

追加配分
（２月５日）

追加配分
（３月１５日）

合計

新潟県 1,688 1,185 2,873

富山県 510 66 576

石川県 304 232 536

新潟市 0 104 104

合計 2,502 1,587 4,089

※補助率２／３

◆今冬は、北日本から東日本にかけての日本海側を中心として大雪に見舞われ、
全国平均の累加降雪深が平成２２年度や２３年度と同様に、過去５年平均を
上回る降雪状況。

◆県に対して、年度途中の対応が必要な予算として保留していた社会資本整備
総合交付金の一部を活用して、各地域のこれまでの降雪状況を勘案し、追加
配分を実施。

◆また、市町村道について、支援の検討に必要な降雪状況や除雪費の執行状況
等を把握する調査を実施し、その結果を踏まえ、北陸地方整備局管内１１市
町村に対して市町村道除雪費補助の臨時特例措置として、予算配分を実施。

＜平成２４年度 県・政令市 追加配分額（国費）＞
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単位：百万円

市町村名 配分額

村上市 61.5

阿賀町 22.5

三条市 48.0

加茂市 5.0

長岡市 134.5

小千谷市 25.0

魚沼市 30.0

十日町市 230.0

南魚沼市 79.5

柏崎市 28.0

計（１０市町） 664.0

＜平成２４年度 市町村道除雪費補助 追加配分額（国費）＞

●新潟県

市町村名 配分額

珠洲市 4.0

計（１市） 4.0

●石川県

北陸地方整備局管内計 668.0

単位：百万円

※補助率１／２



２．トピックス （地域の状況)

日付 適用市町

2013/2/22 長岡市（旧与板町、旧和島村、旧寺泊町以外の地域）、柏崎市（旧高柳町）、
小千谷市（全域）、十日町市（全域）、上越市（旧安塚町）、魚沼市（全域）、

南魚沼市（旧六日町、旧大和町）、阿賀町（旧津川町、旧上川村）
全７市１町

2013/2/24 上越市（旧大島村）

2013/2/25 妙高市（旧妙高高原町）

◆新潟県の８市１町で災害救助法を適用し、市町が実施した障害物の除去に
係る救助費用を県と国が負担。

Ｒ252 新潟県魚沼市の除雪状況
（H25.2.7撮影）

新潟県上越市
大雪災害対策本部

＜災害救助法適用市町（新潟県）＞

＜災害救助法が適用された市町（新潟県）＞

８市１町に適用
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：災害救助法適用市町村

：災害警戒本部設置市町村



３．今冬の気象状況 （１）概要

（北陸地方整備局の観測データ）
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北陸地方整備局 管内一般国道指定区間の累計降雪量
（42観測地点の加重平均 平成25年 3月 31日 8:30現在）

3月11月 12月 1月 2月

昭和58年度(814)

平成22年度(402)

平成23年度(505)

5ヶ年平均(347)

平成21年度(377)

10ヶ年平均(340)

平成19年度(273)

平成20年度(176)

平成18年度(115)

平成17年度(501)

H25.3.31現在 411cm
（平年の約1.2倍）

12/9～11 例年より１０日ほ
ど早い寒波が襲来。
9日に上越新幹線が8時間半運
転を見合わせるなど、交通機
関に運休や遅れが相次ぐ。

降雪量は平年（過去5ヵ年平均）の約１．２倍（過去10ヵ年平均に対し約１．２倍）。
平年より10日ほど早く寒波が襲来し、１月中旬までは大雪だった昨年度
を上回った。
最低気温０℃以下の日数は81日と近年では最も多かった。

■最低気温（12月1日～3月31日) ■降雪日数（12月1日～3月31日)

（最低気温、降雪日数は加重値）

■北陸地方整備局管内の累計降雪量

8



今冬は例年より早く12月上旬からまとまった降雪があり、2月下旬までの
間で、大雪だった平成23年度以上の降雪があった時期があった。
最大積雪深については1月下旬から2月上旬で平年を下回った以外は平
年(5ヶ年平均)以上となった。
最低気温については1月下旬から2月上旬で若干緩んだが、12月1日～3
月31日の平均では大雪だった平成23年度より低かった。

３．今冬の気象状況 （１）概要

■最大累計降雪量と最大積雪深（半月毎）

■最低気温（半月毎）

（北陸地方整備局の観測データ）

（最低気温、降雪日数は加重値）
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（2観測地点の加重平均 平成25年 3月 31日 8:30現在）
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平成18年度(259)

平成17年度(714)
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新潟国道 管内一般国道指定区間の累計降雪量
（9観測地点の加重平均 平成25年 3月 31日 8:30現在）

3月11月 12月 1月 2月

昭和58年度(669)

平成22年度(332)

平成23年度(448)

5ヶ年平均(293)

10ヶ年平均(267)

平成21年度(323)

平成19年度(201)

平成20年度(161)

平成18年度(86)

平成17年度(314)

■羽越河川国道 管内一般国道指定区間の累計降雪量

（北陸地方整備局の観測データ）

３．今冬の気象状況 （２）管内の累計降雪量

■新潟国道 管内一般国道指定区間の累計降雪量

H25.3.31現在 787cm
（平年の約1.5倍）

H25.3.31現在 303cm
（平年の約1.0倍）
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高田河川国道 管内一般国道指定区間の累計降雪量
（5観測地点の加重平均 平成25年 3月 31日 8:30現在）

3月11月 12月 1月 2月

昭和58年度(1,036)

平成22年度(441)

平成23年度(660)

5ヶ年平均(415)

10ヶ年平均(389)

平成21年度(475)

平成19年度(334)

平成20年度(166)

平成18年度(120)

平成17年度(537)
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長岡国道 管内一般国道指定区間の累計降雪量
（12観測地点の加重平均 平成25年 3月 31日 8:30現在）

3月11月 12月 1月 2月

昭和58年度(1,256)

平成22年度(617)

平成23年度(786)

5ヶ年平均(559)

10ヶ年平均(582)

平成21年度(595)

平成19年度(506)

平成20年度(291)

平成18年度(231)

平成17年度(923)

■長岡国道 管内一般国道指定区間の累計降雪量

（北陸地方整備局の観測データ）

３．今冬の気象状況 （２）管内の累計降雪量

■高田河川国道 管内一般国道指定区間の累計降雪量

H25.3.31現在 702cm
（平年の約1.3倍）

H25.3.31現在 455cm
（平年の約1.1倍）
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金沢河川国道 管内一般国道指定区間の累計降雪量
（7観測地点の加重平均 平成25年 3月31日 8:30現在）

3月11月 12月 1月 2月

昭和58年度(413)

平成22年度(171)

平成23年度(184)

5ヶ年平均(131)

10ヶ年平均(134)

平成21年度(133)

平成19年度(103)

平成20年度(65)

平成18年度(25)

平成17年度(234)
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富山河川国道 管内一般国道指定区間の累計降雪量
（8観測地点の加重平均 平成25年 3月 31日 8:30現在）

3月11月 12月 1月 2月

昭和58年度(605)

平成22年度(350)

平成23年度(394)

5ヶ年平均(273)

10ヶ年平均(276)

平成21年度(319)

平成19年度(179)

平成20年度(122)

平成18年度(72)

平成17年度(468)

■富山河川国道 管内一般国道指定区間の累計降雪量

（北陸地方整備局の観測データ）

３．今冬の気象状況 （２）管内の累計降雪量

■金沢河川国道 管内一般国道指定区間の累計降雪量

H25.3.31現在 308cm
（平年の約1.1倍）

H25.3.31現在131cm
（平年の約1.0倍）
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観測所
５ヵ年
平均

平成
23年度

平成
24年度

蒲　萄 776 1,013 1,244

村　上 240 421 324

関　川 500 787 430

金　丸 734 1,041 640

新発田 290 418 213

新　潟 133 224 112

黒　埼 116 200 99

巻 115 208 100

福　取 1,079 1,353 1,406

津　川 595 899 807

水　原 201 354 207

５ヵ年平均の累計降雪量を
超えている箇所

平成23年度及び５か年平均の
累計降雪量を超えている箇所

３．今冬の気象状況 （２）管内の累計降雪量

北陸地方整備局観測データより

■北陸地方整備局管内の観測地点毎の累計降雪量
（H25.3.31 AM8:30現在）

累計降雪量の最多は、国道17号の『三俣
（新潟県南魚沼郡湯沢町）』の１，585ｃｍ。
平年に比べ、新潟県の『蒲葡（村上市）』、
『小出（魚沼市）』などの山間部で１．６倍以上の
累計降雪量を記録。

観測所
５ヵ年
平均

平成
23年度

平成
24年度

黒　部 219 360 135

富山中島 189 290 219

片　掛 571 778 704

小矢部 314 420 341

砺　波 301 379 334

小　牧 614 859 676

高　岡 274 353 327

七　尾 75 78 68

押　水 106 176 125

津　幡 207 303 194

金　沢 107 153 91

松　任 118 210 120

鶴　来 345 530 495

小　松 117 131 81

観測所
５ヵ年
平均

平成
23年度

平成
24年度

中之島 288 406 344

長　岡 415 681 501

五十土 302 401 318

柏　崎 171 290 123

出雲崎 180 255 213

小千谷 468 710 654

川　口 954 1,459 1,299

小　出 672 884 1,047

塩　沢 1,105 1,554 1,409

湯　沢 1,113 1,530 1,522

三　俣 1,389 1,788 1,585

二　居 1,185 1,423 1,410

大　潟 215 400 220

妙高高原 1,409 2,026 1,485

中　郷 937 1,458 1,011

糸魚川 185 329 204

高　田 414 618 592
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観測所
５ヵ年
平均

平成
23年度

平成
24年度

蒲　萄 195 198 253

村　上 54 90 59

関　川 123 170 93

金　丸 187 256 248

新発田 69 108 34

新　潟 38 56 13

黒　埼 36 47 15

巻 29 47 20

福　取 207 242 305

津　川 128 181 162

水　原 44 90 24

■北陸地方整備局管内の観測地点毎の最大積雪深
（H25.3.31 AM8:30現在）

北陸地方整備局観測データより

３．今冬の気象状況 （３）管内の最大積雪深

平成25年３月末までの日最大積雪深が最も
多かった箇所は 、国道17号の『三俣（新潟県
南魚沼郡湯沢町）』で３５１ｃｍ （平年の
約１．２倍）。

観測所
５ヵ年
平均

平成
23年度

平成
24年度

黒　部 46 64 16

富山中島 42 61 37

片　掛 137 194 96

小矢部 62 57 48

砺　波 60 58 58

小　牧 120 142 92

高　岡 56 48 50

七　尾 22 13 7

押　水 38 35 16

津　幡 50 60 24

金　沢 28 27 16

松　任 28 32 20

鶴　来 101 127 63

小　松 40 36 31

観測所
５ヵ年
平均

平成
23年度

平成
24年度

中之島 84 145 81

長　岡 105 159 114

五十土 127 221 142

柏　崎 57 99 20

出雲崎 57 83 34

小千谷 202 305 280

川　口 225 315 298

小　出 210 271 278

塩　沢 212 293 247

湯　沢 233 303 268

三　俣 285 333 351

二　居 248 293 267

大　潟 62 94 35

妙高高原 236 330 260

中　郷 249 380 251

糸魚川 41 58 45

高　田 113 209 100

５ヵ年平均の最大積雪深を
超えている箇所

平成23年度の最大積雪深を
超えている箇所
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４．道路の除雪 （１）直轄国道の状況

車道除雪 【国道7号 新潟県新発田市】
（H24.12.9撮影）

管内 除雪車初出動【国道17号 新潟県南魚沼郡湯沢町】
（H24.11.15撮影）

15

国道49号 除雪車初出動 【国道49号 新潟県阿賀町】
（H24.12.1撮影）

冠雪処理 【国道113号 新潟県関川村】
（H24.12.10撮影）

登坂不能車の牽引 【国道49号 新潟県阿賀町】
（H24.12.5撮影）

車道除雪 【国道8号 富山県滑川市】
（H24.12.24撮影）



４．道路の除雪 （１）直轄国道の状況

16

悌団除雪 【日東道 新潟県村上市】
（H24.12.25撮影） 凍結防止剤散布 【国道17号 新潟県南魚沼郡湯沢町】

（H24.12.25撮影）

拡幅除雪 【国道18号 新潟県妙高市】
（H25.1.4撮影）

夜間除雪 【国道17号 新潟県南魚沼郡湯沢町】
（H25.1.26撮影）

登坂不能車の牽引 【国道17号 新潟県長岡市】
（H25.1.25撮影）

歩道除雪 【国道17号 新潟県魚沼市】
（H25.1.4撮影）



４．道路の除雪 （１）直轄国道の状況

17

夜間除雪 【国道8号 石川県金沢市】
（H25.1.27撮影）

夜間除雪 【国道159号 石川県鹿島郡中能登町】
（H25.1.26撮影）

雪庇処理【国道113号 新潟県関川村】
（H25.2.8撮影）

凍結防止剤散布 【国道8号 石川県小松市】
（H25.2.16撮影）

冠雪処理 【国道49号 新潟県阿賀町】
（H25.2.13撮影）

梯団除雪 【国道8号 新潟県三条市】
（H25.2.10撮影）



４．道路の除雪 （１）直轄国道の状況

拡幅除雪 【国道18号 新潟県妙高市】
（H25.2.21撮影）

18

夜間除雪【国道49号 新潟県阿賀町】
（H25.2.22撮影）

歩道除雪 【国道18号 新潟県上越市】
（H25.2.24撮影）

車道除雪 【国道8号 新潟県上越市】
（H25.2.25撮影）

雪庇処理【国道7号 新潟県村上市】
（H25.3.5撮影）

車道除雪【国道8号 富山県入善町】
（H25.3.3撮影）



４．道路の除雪 （２）県・市町村管理道路の状況

新潟県十日町市
市道本町西線

ダンプ排雪状況
（H24.12.13撮影）

新潟県長岡市吹谷地内 市道栃尾吹谷繁窪線
雪崩による被害者の有無確認作業 （H25.3.9撮影）

新潟県湯沢町神立地内町道
除雪状況 （H25.2.25撮影）

新潟県妙高市長沢地内 国道292号
除雪状況 （H25.1.26撮影）

新潟県魚沼市大白川地内 国道252号
ダンプ排雪状況 （H25.1.24撮影）

排雪前

排雪後
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登坂不能車発生台数一覧表
（平成25年3月末現在）

道路種別
県名

北陸計
新潟県 富山県 石川県

一
般
国
道

8号 15 2 - 17

17号 121 - - 121

18号 5 - - 5

49号 2 - - 2

113号 3 - - 3

160号 － － 1 1

合計 146 2 1 149
昨年度合計
（平成24年3月末） 169 14 17 200

新潟県

直轄国道における登坂不能車発生台数（３月末現在）は149台であり、
昨年度の同時期（200台）の約7割。
管内の発生台数は、新潟県の国道17号（121台）に集中している。

４．道路の除雪 （３）直轄国道の登坂不能車発生状況

凡 例
登坂不能車発生箇所

国道113号 新潟県関川村片貝地先
（H24.12.9）

国道17号 新潟県南魚沼郡湯沢町湯元地先
（H25.2.8）

20

国道49号 新潟県阿賀町八木山地先
（H24.12.5）

国道17号 新潟県長岡市川口地先
（H25.1.26）



富山県

石川県

４．道路の除雪 （３）直轄国道の登坂不能車発生状況

国道 ８号 富山県朝日町宮崎地先
（H24.12.19）

凡 例
登坂不能車発生箇所

国道 160号 石川県七尾市庵地先
（H25.2.22）

21



５．市民生活への影響 （１）豪雪の中での市民生活

新潟県妙高市

新潟県十日町市

新潟県魚沼市 小出島地内

越後湯沢駅東口駅前広場バス案内所除雪
（H25.1.18撮影）

高田町第3地内 樽沢地内

民家の屋根雪が道路に崩落
（H25.1.7撮影）

山古志種苧原地内

新潟県長岡市

吹雪による視界不良の国道18号（H25.2.11撮影）

柳井田地内関山地内

消雪パイプでも解けない降雪（H25.2.11撮影）

雪詰まりで水上がりした道路（H24.12.13撮影） 屋根雪で危険な空き屋（H25.2.24撮影）

湯沢地内

人の身長を優に越えた積雪（H25.2.22撮影）

新潟県湯沢町

22

平年より多い降雪により市民生活へ影響を与えた。



24

◆（新潟県）12月から２月にかけて、強風や大雪によるＪＲの遅延・運休が
相次ぎ、朝夕のラッシュ時に駅構内は大混雑となった。

５．市民生活への影響 （２）公共交通機関の乱れ

【交通機関の運休】
●ＪＲ

バス・タクシーを待つ人の長蛇の列（H25.1.18 新潟駅）

ＪＲ運休状況（H24.12.10 長岡駅）

ＪＲ運休状況（H24.12.10 小出駅）

欠航により閑散とした佐渡汽船乗り場（H25.2.8）

新潟空港の除雪（H24.12.3）

●佐渡汽船 ●新潟空港

●バス

埋もれるバス停（H24.12.11 長岡市）
23



雪しか祭り
（H25.2.17撮影）

国営越後丘陵公園 ウィンターフェスタ
（H25.2.11撮影）

胎内スキー場スキーカーニバル（さいの神）
（H25.3.2撮影）

５．市民生活への影響 （２）雪を活用したイベント

下折立地内

国際雪合戦 （H25.2.10撮影）

おおいし・どもんこまつり （H25.2.9撮影）

①関川村

③長岡市

キューピットバレイスキー場 豆まきイベント
（H25.2.3撮影）

⑦上越市

②胎内市

12

3
4

5
6

7

⑥十日町市

十日町雪まつり
（H25.2.16撮影）

④魚沼市

南魚沼市雪まつり （H25.2.10撮影）

⑤南魚沼市

新潟県

24

雪を活用した様々なイベントが開催され、地域のにぎわいを創出



６．今冬の取組 （雪への備え）

『情報連絡本部』訓練の実施

県名
市名

（対象市）
関係機関

検討会の
設置

設置の
合意

運用の
開始

新潟県

新潟市
新潟国道
事務所

新潟県 新潟市
東日本高速
道路（株）
新潟支社

新潟県警 H18.12 H18.12 H19.3

長岡市
見附市
小千谷市

長岡国道
事務所

新潟県
長岡市
見附市
小千谷市

東日本高速
道路（株）
新潟支社

新潟県警 H24.11 H24.11 H24.11

上越市
妙高市

高田河川
国道事務所

新潟県
上越市
妙高市

東日本高速
道路（株）
新潟支社

新潟県警
陸上自衛隊
消防事務組合

H22.8 H22.12 H22.12

富山県
富山市
高岡市
射水市

富山河川
国道事務所

富山県
富山市
高岡市
射水市

中日本高速
道路（株）
富山支社

富山県警 H18.12 H19.1 H20.12

石川県 金沢市
金沢河川
国道事務所

石川県 金沢市
中日本高速
道路（株）
金沢支社

石川県警 H16.3 H16.3 H16.11

■大雪などの異常降雪が見込まれる場合に、関係機関が
連携して道路交通の確保を図る「情報連絡本部」を
各地域に設置。

■毎年、降雪前に訓練を実施し、不測の事態に備える。

＜北陸３県における設置状況＞

＜訓練状況＞

平成24年11月
長岡都市圏で
新たに設置

H24.11.9
富山河川国道
事務所

H24.11.29
金沢河川国道
事務所

【金 沢】

【長岡国道】

【羽 越】

【新潟国道】

【富 山】

除雪体制の確保

■平成２４年１１月１日より、今年度の「雪寒体制」開始。
■管内１４路線、約１，０５０kmを６事務所、１７維持出張所、４５除雪ステーションで
分担し、約５００台の除雪機械を配備して冬期道路交通確保に努める。

■各支部では近くの小学生を招いて、「除雪出動式」を開催。

【高 田】

＜看板掛け＞ ＜除雪車出動式＞

25



H24.12.7、12.17（２箇所で実施）
冬タイヤ装着率調査を兼ねたチラシ配布
（新潟国道事務所管内）

平成24年12月2日（新潟県内版）

６．今冬の取組 （雪への備え）

啓発チラシ
（長岡国道事務所）

＜冬用タイヤ装着率調査＞

啓発チラシ
（新潟国道事務所）

・調査結果を公表。
・２回の調査の比較で、冬用タイヤ
装着率は全体的に5％向上。

冬用タイヤ装着率（前回比）

冬タイヤ・チェーン装着の啓発

■冬タイヤ装着啓発として、毎年数回新聞紙面に掲載。
■冬タイヤの早期装着を喚起するチラシを作成し、トラック協会や道の駅等に配布。
■道の駅等で「冬タイヤ装着率調査」を実施し、ドライバーにチラシを配布。

＜新聞掲載（新潟県）＞

＜チラシ配布＞
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○実施日時：平成24年12月20日（木）
11:00～16:00

○受 講 者：新潟市除雪受注者（11名）
新潟市職員

○講 師：湯沢維持出張所長
国交省除雪作業受注者

○研修場所：国道17号南魚沼市・湯沢町
湯沢道路除雪ステーション
塩沢道路除雪ステーション

○研修内容：除雪に関する机上講義
除雪機械操作実技訓練
意見交換・講評

講師：湯沢維持出張所長講師：国交省除雪作業受注者

機械の操作説明 直轄の除雪機械を使っての実技訓練

新潟市除雪事前講習会

新潟市除雪機械操作技能研修会を長岡国道事務所管内で開催。
直轄除雪業者や出張所長が講師となり、直轄除雪機械を使用して除雪技術を伝承。

＜机上講義＞

＜除雪機械操作実技訓練＞

チェーン規制訓練等の実施

■羽越河川国道事務所
実施日：平成24年12月3日、平成25年1月24日
実施内容：チェーン規制指導訓練、登坂不能車対応訓練
実施場所：大須戸チェーン着脱場

上大鳥チェーン着脱場
村上市蒲萄地先、道の駅「朝日」

規制看板設置

情報板の表示登坂不能車対応訓練

チラシの配布

■高田河川国道事務所
実施日：平成24年12月7日
実施内容：チェーン規制指導訓練
実施場所：江口道路ステーション

引き込み訓練

チェーン指導

６．今冬の取組 （雪への備え）
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